
第８款　土木費

第8款 土木費

土木費

6.4%

■一般会計に占める割合

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

国・都支出金 市債 その他 一般財源

令和７年度 6,365,204 5,580,541 369,411 395,000 100,470 4,715,660 87.7%

令和６年度 5,631,252 5,114,225 289,339 106,000 126,706 4,592,180 90.8%

増 △減 733,952 466,316 80,072 289,000 △26,236 123,480 －

決算額 執行率予算現額

土木管理費

10.7%

道路橋梁費

39.8%

河川費

0.4%

都市計画費

48.2%

住宅費

0.9%
土木総務費

10.2%
建築指導費

0.5%

道路橋梁総務費

4.0%

道路維持費

4.5%

道路新設改良費

12.0%

橋梁整備費

7.0%

街路灯費

3.1%
交通安全対策費

9.2%

河川維持改修費

0.4%

都市計画総務費

10.1%
再開発事業費

1.2%

街路事業費

3.4%

緑化公園費

12.2%

下水道事業支出金

21.3%

住宅管理費

0.9%

決 算 額 項 別 目 別 構 成 比

内円：項

外円：目
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予算現額 決算額

1 10,000,000円 0円

<無電柱化推進整備事業費>

　市民センター及び三鷹中央防災公園・元気創造プラザ周辺の防災上重要な路線

の都道と市道について、東京都と連携して無電柱化に向けて一体的整備を図り、

防災機能の強化に取り組むこととしています。令和７年度は、東京都及び公益財

団法人東京都道路整備保全公社との協定の締結を予定していましたが、東京都か

ら調整に時間を要する申し入れがあったことから、締結時期を令和８年度に延期

することとしました。

2 三鷹駅前デッキエスカレーターのリニューアル工事の実施

<三鷹駅前デッキエスカレーター等改修事業費> 219,450,000円 87,780,000円

　三鷹駅前デッキエスカレーターについて、適切な維持管理を行い、利用者の安

全性や快適性の確保を図るため、リニューアル工事を進めました。令和７年度は、

三菱ＵＦＪ銀行前のエスカレーター２基（Ａ３、Ｂ３）のリニューアル工事の完

了を予定していましたが、資材の供給不足等により、年度内に工事が完了しない

ことから、繰越明許費を設定しました。

〔繰越明許費繰越額〕

　令和８年度への繰越分

　　三鷹駅前デッキエスカレーター等改修事業費　　131,670,000円

【財源内訳】

65,000,000円 22,780,000円

3 三鷹駅南口ペデストリアンデッキの改修 126,070,000円 107,789,000円

<三鷹駅前デッキ改修事業費>

  令和６年度に引き続き「三鷹駅南口ペデストリアンデッキ長寿命化修繕計画」

に基づき、デッキの計画的かつ段階的な改修等に取り組みました。令和７年度は、

デッキ南東（三鷹駅前市政窓口付近）の舗装改修工事を行いました。

【財源内訳】

2,145,000円 5,850,000円

71,000,000円 28,794,000円

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

東京都と連携した無電柱化整備の推進

国 庫 支 出 金 都 支 出 金

市 債 一 般 財 源

市 債 一 般 財 源

道路橋梁費

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

4 牟礼地区生活道路緊急安全対策の実施 69,004,000円 35,473,634円

<牟礼地区生活道路緊急安全対策事業費>

  東八道路の延伸に伴う交通量の増加や生活道路への車両の流入などの道路環境

の変化を踏まえ、歩行者等の通行の安全性や快適性を確保するため、可搬型ハン

プを１箇所本格設置するとともに、３箇所で実証実験を行いました。また、２か

年計画で実施予定の東多世代交流センター周辺の三鷹台団地通りの歩道整備事業

に着手し、Ⅰ期工事として東多世代交流センターの施設外構工事等を実施しまし

た。なお、伐採を予定していたＵＲ都市機構敷地部分の樹木について、地域から

の要望を受け、保存することとしました。その際、関係機関との調整に時間を要

した結果、年度内に工事が完了しないことから、繰越明許費を設定しました。

【部の方針と重点管理事業　都市整備部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

　・可搬型ハンプ本格設置＜７月＞⇒７月

　・交通量調査及び地域との意見交換＜12月＞⇒３月

　・三鷹台団地通り歩道整備Ⅰ期工事の完了＜３月＞⇒令和８年５月

〔繰越明許費繰越額〕

　令和８年度への繰越分

　　牟礼地区生活道路緊急安全対策事業費　　28,190,000円

5 歩行空間の整備 39,653,000円 39,270,000円

<歩行空間整備事業費>

　「三鷹市緑と水の基本計画2022」の回遊ルートに位置づけられている遊歩道に

ついて、歩行環境の向上を図るための整備に取り組みました。令和７年度は、令

和５年度から取り組んでいる井の頭三丁目の遊歩道（延長約220ｍ）について、

最終年次の舗装改修工事を行いました。

【財源内訳】

28,000,000円 11,270,000円都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

■井の頭三丁目の遊歩道（左：施工前、右：施工後）

6 北野三丁目生活道路の整備 29,686,660円 27,586,768円

<生活道路整備事業費>

　北野三丁目地先の土地の寄付を受けたことを契機に、生活道路として整備を行

い、道路ネットワークの構築及び通行の利便性の向上を図りました。

〔実績・内容〕

　寄付を受けた土地　　幅員約５ｍ、延長約80ｍ

　整備内容　　　　　　舗装整備、Ｌ型側溝の設置、樹木の伐採・伐根　など

7 市道第56号線の整備 28,089,000円 26,827,757円

<市道第56号線拡幅整備事業費>

　井の頭地区における第五小学校の通学路の安全・安心及び緊急車両の通行経路

を確保するため、拡幅用地を取得し整備を行いました。

〔実績・内容〕

　用地取得　　37.07㎡

　整備工事　　幅員８ｍ、延長28ｍ

8 井の頭三丁目道路の拡幅整備 32,933,000円 32,062,180円

<井の頭三丁目道路拡幅整備事業費>

　井の頭地区における緊急車両の通行経路を確保するため、遊歩道を活用し道路

として拡幅整備を行うこととしています。令和７年度は、令和８年度に着手する

整備工事に向けて、三鷹市土地開発公社による拡幅用地の先行取得を行うととも

に、試掘調査や詳細設計を実施しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

9 宮下橋の架け替え 323,793,900円 323,288,810円

<橋梁架替事業費>

　安全・安心な道路ネットワークを確保するため、「三鷹市橋梁長寿命化修繕計

画」に基づき、昭和25年しゅん工の宮下橋について、架け替えに取り組んでいま

す。令和７年度は、架替工事に支障となる企業管（下水道管）の移設を行うとと

もに、令和９年度の供用開始に向けて、架替工事に着手しました。

〔債務負担行為の内容〕

　橋梁架替事業　　200,000,000円

　（令和８～９年度＜債務負担分＞685,500,000円　全体事業費　885,500,000円）

ｃ 【財源内訳】

30,000,000円 232,000,000円

61,288,810円

10 井の頭公園階段橋の架け替え 59,619,440円 59,399,440円

<橋梁架替事業費>

　平成８年しゅん工の井の頭公園階段橋について、令和６年度に実施した詳細設

計に基づき、架替工事を実施し、令和７年12月に供用開始しました。架替工事の

実施に当たっては、使用する部材を天然木から合成木材に変更し、景観に配慮し

ながら耐久性の向上を図りました。

【財源内訳】

42,000,000円 17,399,440円

11 街路灯の増設等による安全対策の実施 4,858,000円 3,771,130円

<街路灯整備事業費>

　市民生活の安全・安心を確保するため、地域安全マップの内容や現地調査の結

果を踏まえ、早急に対応が必要な箇所に街路灯の増設等を行い、更なる防犯力向

上を図りました。

〔実績・内容〕

　街路灯増設　　７箇所（連雀地区４箇所、中原地区２箇所、大沢地区１箇所）

　照度改善　　　９箇所（中原地区９箇所）

都 支 出 金 市 債

一 般 財 源

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

12 公共交通ネットワークの抜本的な見直し 65,974,000円 56,723,290円

<地域公共交通活性化協議会関係費、コミュニティバス関係費>

　「交福ネットワーク」として、路線バス、コミュニティバス、ＡＩデマンド交

通等の多様な交通モードが役割分担することにより、市内全域から生活に必要な

都市機能へアクセスできる持続可能な交通ネットワークの構築に向けた見直しに

取り組みました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

　・コミュニティバス北野ルート見直し方針の確定＜９月＞⇒９月

　・北野地区へのＡＩデマンド交通導入可能性の検討＜６月～３月＞

　　⇒６月～３月

〔実績・内容〕

　・北野ルートの利用状況や地域との意見交換による移動ニーズ等を踏まえ、柔

　　軟性の高い運行が期待できるＡＩデマンド交通を北野地区に導入することと

　　し、運行エリアや乗降ポイント等の運行内容について検討を行いました。

　・西部エリアＡＩデマンド交通のエリア外運賃について、妊婦・乳幼児連れの

　　方を対象にした割引制度を導入しました。

　　　対 象 者　　妊娠中の方及び３歳未満の乳幼児をお連れの方

　　　割引内容　　通常運賃300円→割引後運賃200円

　・令和６年度に整備した三鷹駅南口バス降車場について、令和７年４月から供

　　用を開始するとともに、交通混雑状況調査を行い、路線バスの二重降車の解

　　消と混雑状況の改善を確認しました。

ｃ 【財源内訳】

318,000円 1,184,625円

55,220,665円

13 ヒヤリハットシステムを活用した交通安全対策の導入 － －

　交通安全意識の醸成を図ることを目的に、株式会社ＳＵＢＡＲＵ等の連携事業

者の協力のもと「ヒヤリハットシステム」を市内小学校（15校）に導入し、交通

安全教育等に活用しました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

　・ヒヤリハットマップの作成＜７月＞⇒７月

　・ヒヤリハットマップの活用＜８月～12月＞⇒８月～12月

一 般 財 源

都 支 出 金 諸 収 入

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

〔実績・内容〕

　・ヒヤリハットマップの作成

　　　連携事業者が提供したヒヤリハットシステムに児童が入力した、交通事故

　　の危険を感じた体験（ヒヤリハット体験）の情報と道路状況、過去の交通事

　　故データ等から、体験事象の危険度を判定し、「三鷹市ヒヤリハット体験マ

　　ップ2025」を作成しました。

　　　対象者　　市内小学校（15校）の小学５年生（約1,600人）

　　　費　用　　システム導入に係る費用は事業者負担

　・ヒヤリハットマップの活用

　　　ヒヤリハットマップを活用し、子どもたちが交通安全を学ぶ機会を創出す

　　るとともに、入力された情報をもとに、通学路の検証・改善や危険度の高い

　　地点に注意喚起等の交通安全対策を行いました。また、ホームページや広報

　　みたか等で市民へ周知しました。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額

【道路橋梁費】

　①三鷹駅南口エスカレーター　三鷹駅前デッキエスカレーターのリニューアル工事

　の実施

　②三鷹駅南口ペデストリアンデッキ

　三鷹駅南口ペデストリアンデッキの改修

　③牟礼地区生活道路 　牟礼地区生活道路緊急安全対策の実施

　④井の頭三丁目遊歩道 　歩行空間の整備

　⑤北野三丁目生活道路 　北野三丁目生活道路の整備

　⑥市道第56号線 　市道第56号線の整備

　⑦井の頭三丁目道路 　井の頭三丁目道路の拡幅整備

　⑧宮下橋 　宮下橋の架け替え

　⑨井の頭公園階段橋 　井の頭公園階段橋の架け替え

【都市計画費】

　⑩さくら通り駐車場・駐輪場　さくら通り駐車場・駐輪場の一部返還に伴う更地化

  工事の実施

　⑪都市計画道路３・４・13号線　都市計画道路３・４・13号（牟礼）整備の促進

　⑫都市計画道路３・４・７号線　都市計画道路３・４・７号（連雀通り）整備の促進

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

令和７年度に取り組んだ主な道路・橋梁等の整備

⑧

⑪⑫

⑥

⑤

③

⑨

④

①② ⑦⑩

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第８款　土木費
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予算現額 決算額

1 用途地域等の見直し 7,480,000円 0円

<都市計画事業運営費>

　住環境と産業が調和した良好な都市環境を形成するため、地区計画の指定や用

途地域の見直し等の都市計画制度を活用し、地域特性にあわせた土地利用の誘導

を検討しました。

【部の方針と重点管理事業　都市整備部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　・野崎三、四丁目特別用途地区都市計画決定＜２月＞⇒令和８年７月

　・野崎一丁目地区：活用する都市計画制度の検討及び関係機関（国・都）との

　　協議＜５月～３月＞⇒５月～３月

〔実績・内容〕

　・国立天文台周辺地区の地区計画及び用途地域等変更図面の作成に向けた検討

　　　令和４年度策定の「国立天文台周辺地域土地利用基本方針」及び令和６年

　　度に策定した「国立天文台周辺地域土地利用基本構想」に基づき、取組を進

　　めましたが、昨今の物価高騰などの社会経済情勢を踏まえ、用途地域の変更

　　や地区計画の指定などの時期について見直すこととしました。

　・東八道路沿道野崎三・四丁目地区の特別用途地区指定に係る都市計画の検討

　　　「土地利用総合計画」で設定した「住・商・工調和形成ゾーン」のまちづ

　　くりの実現を目指し、令和７年度は、令和８年度に予定している特別用途地

　　区の都市計画決定に向けて、関係機関（国土交通省、東京都）との協議や住

　　民説明会を行いました。

　・東八道路沿道野崎一丁目地区の都市計画制度活用の検討

　　　活用する都市計画制度について、隣接する特別住工共生地区を踏まえて検

　　討するとともに、関係機関（国土交通省、東京都）との協議を行いました。

2 東京外かく環状道路整備に伴うまちづくりの推進 25,546,000円 21,836,734円

<東京外かく環状道路計画調査研究関係費、安全・安心のまちづくり連絡協議会

関係費、北野情報コーナー関係費>

　令和２年10月に調布市で発生した陥没事象により、東京外かく環状道路の整備

は長期化することが見込まれることから、「北野の里（仮称）まちづくり方針に

おける当面の重点対応方針」等に基づき、地域とともに北野情報コーナーの運営

や暫定開放広場の利用開始などに取り組みました。

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

都市計画費
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〔実績・内容〕

　・暫定開放広場の利用開始

　　　令和７年11月から一時的に開放されている工事ヤードの一部（約4,000㎡）

　　については、市が北野情報コーナーと一体的に管理し、子どもが遊ぶ時間帯

　　を中心に見回り等を実施するなど、安全・安心に配慮しながら運営しました。

　　　開放時間　　夏期午前10時～午後６時、冬期午前10時～午後５時

　　　　　　　　　（月・木曜日及び年末年始は閉鎖）

　・交通量増加への対応検討

　　　東八道路ＩＣ（仮称）接続に伴う、周辺生活道路への通過交通流入の抑制

　　対策等に向け、国の調査データ等に基づいて、将来交通量を検証しました。

　・北野の里（仮称）のまちづくりの推進

　　　北野情報コーナーやコミュニティ農園などにおいて、コミュニティの活性

  　化につながるイベントを、地域とともに実施しました。

3 三鷹台駅前周辺地区のまちづくりの推進 10,030,800円 9,317,000円

<三鷹台駅前周辺地区まちづくり事業費>

　市の東部地区の玄関口にふさわしい魅力とにぎわいの創出に向けて、地域の多

様な団体と連携し、ハード・ソフト両面でのまちづくりに取り組みました。

　令和７年度は、引き続き地域のまちづくり団体の活動への支援を行いました。

また、駅舎へのアクセス性向上や不燃化・耐震化等が課題となっている駅前地区

における建物の協同化やバリアフリーに配慮した駅舎への動線確保の可能性につ

いて、調査・研究を行いました。このほか、市道第135号線（三鷹台駅前通り）

について、今後の歩行空間の延伸を見据え、現況測量を実施しました。
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4 国立天文台と連携したまちづくりの推進 29,038,000円 15,947,626円

<国立天文台連携まちづくり事業費>

　国立天文台敷地の北側ゾーンの土地利用転換を契機とし、まちづくりの目標で

ある「天文台の森を次世代につなぐ学校を核とした新たな地域づくり」の実現に

向け、大沢地域・国立天文台と協働のまちづくりを進めました。

　令和７年度は、防災都市づくりの視点を基礎としながら、地域の共有地「コモ

ンズ」の創出に向け、「土地利用整備計画策定に向けた基本的な考え方」をまと

めました。また、大沢地域の地域団体の代表、学校長など28人で構成される検討

委員会を設置し、新施設のコンセプトや配置の考え方などについて、地域ととも

に検討を進めました。

　なお、土地利用整備計画については、昨今の物価高騰などの社会経済情勢を踏

まえ、効率的に事業を実施する工夫等を検討するため、令和７年度の策定を見送

ることとしました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部重点管理事業②　目標⇒達成状況】

　・検討委員会の設置＜８月＞⇒９月

　・土地利用整備計画の策定と次年度の設計に向けた準備＜３月＞⇒未実施

〔関連事業費〕

　教育費　国立天文台周辺のまちづくりにおける義務教育学校に関する基本的な

　　　　方針の策定　　－（176ページ参照）

5 井口特設グラウンドの利活用の推進 52,217,200円 49,195,300円

<井口特設グラウンド周辺まちづくり事業費、児童遊園整備事業費>

　地域の防災力の向上、市内医療体制の拡充を図るため、新たな病院の開設に向

けた取組を進めるとともに、既存の防球ネットや万年塀等の工作物の撤去などを

行いました。

　隣接する井口つばき児童遊園の拡張整備については、更なる公園機能の充実に

向け、地域との意見交換を踏まえてインクルーシブ複合遊具等を設置し、井口グ

ラウンドの開設に合わせて、供用開始しました。

　また、令和７年度は令和６年度に公募により選定した医療事業者との定期借地

契約の締結を予定していましたが、医療事業者による病院建設工事の入札が不成

立となったことなどから、締結時期等について再調整を図ることとしました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部重点管理事業③　目標⇒達成状況】

　・井口グラウンドの開設＜７月＞⇒７月

　・医療事業者との定期借地権設定契約の締結＜12月＞⇒未実施

　・病院建設着工＜３月＞⇒未実施
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〔関連事業費〕

　教育費　井口グラウンドの開設　　249,253,087円（191ページ参照）

【財源内訳】

15,514,000円 33,681,300円

6 上連雀三丁目暫定集会施設用地の利活用の検討 1,917,000円 0円

<上連雀三丁目暫定集会施設用地利活用関係費>

　老朽化が進んでいる上連雀三丁目暫定集会施設の財政負担を抑制した建替えに

ついて、地域との意見交換等を行いました。また、施設整備を視野に測量等の事

前調査を行う予定でしたが、地域の要望を踏まえ、事業スキーム等について再検

討することとしました。

7 三鷹駅前地区再開発の推進 27,706,000円 18,662,992円

<三鷹駅前地区再開発事業運営費、三鷹駅南口中央通り東地区市街地再開発事業費>

　「三鷹駅前地区まちづくり基本構想」や「“子どもの森”基本プラン」に基づ

き、三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業を中心とした、安全で快適な魅力あふ

れる質の高いまちづくりに向けて取り組みました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　・“百年の森”実行委員会準備会との連携による三鷹駅前地区のまちづくり活

　　動案の検討＜通年＞⇒通年

　・三鷹駅南口中央通り東地区の都市計画決定手続きに向けた準備＜通年＞

　　⇒未実施

〔実績・内容〕

　・基本構想に基づく三鷹駅前地区のまちづくり活動案の検討

　　　令和６年度に検討した基本構想の重点事業に位置づける「緑化推進整備事

　　業」「中央通り商業空間整備事業」及び「回遊性を生む道路環境整備事業」

　　の方策案を踏まえ、“百年の森”実行委員会準備会の意見を聴きながら具体

　　的なまちづくり活動案の検討を進めました。

　・三鷹駅南口中央通り東地区の都市計画決定に向けた取組

　　　地権者等と協議しながら、都市計画決定に向けた取組を進めてきましたが、

　　昨今の物価高騰などの社会情勢を踏まえ、“子どもの森（仮称）”のコンセ

　　プトを維持しながら、計画案を再検討することとしました。そのため、都市

　　計画決定の時期についても見直します。

都 支 出 金 一 般 財 源
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　・まちづくりイベントの開催

　　　ＵＲ賃貸住宅の整備工事に伴い、さくら通り駐車場・駐輪場一部更地化工

　　事に着手するタイミングを捉え、駅前再開発事業に対する機運醸成に向けた

　　まちづくりイベント「“百年の森”フェスタ」を開催しました。

　　　開催日　　令和７年５月11日（日）

　　　場　所　　さくら通り駐車場・駐輪場用地の一部

　　　参加者　　約1,300人

　　　内　容　　“百年の森”情報コーナー、植木市、ワークショップ　など

8 さくら通り駐車場・駐輪場の一部返還に伴う更地化工事の実施

<三鷹駅南口中央通り東地区市街地再開発事業費> 53,610,000円 46,093,300円

　三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業の区域内のさくら通り駐車場・駐輪場に

おいて、まちの段階的な整備の一環であるＵＲ賃貸住宅の整備が予定されている

ため、用地の一部をＵＲ都市機構に返還するための更地化工事を実施しました。

また、当該地区の整備に当たり、駐輪場や駐車場の代替え、地区内事業者の仮移

転先等が必要となることから、まちづくり用地の確保について検討を進めました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　さくら通り駐車場・駐輪場の一部返還に伴う更地化工事の完了＜８月＞⇒８月

〔実績・内容〕

　工事期間　　　  令和７年４月～７月

　土地引き渡し　　令和７年10月

9 都市計画道路３・４・13号（牟礼）整備の促進 198,119,000円 183,368,078円

<都市計画道路３・４・13号（牟礼）整備事業費>

　三鷹都市計画道路３・４・13号の人見街道から連雀通りまでの区間（約466ｍ）

を整備するため、令和７年度は用地（20.22㎡）の取得を行いました。また、更

なる用地取得に向けた地権者との協議を進めるとともに、路線南側（約290ｍ）

において電線共同溝整備及び街路築造工事に着手しました。

　※令和７年度末の用地取得面積及び取得率　　7,202.65㎡（99.91％）

〔債務負担行為の内容〕

　都市計画道路３・４・13号（牟礼）整備事業　　151,800,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞227,700,000円　全体事業費379,500,000円）

【財源内訳】

40,500,000円 20,250,000円

122,618,078円

国 庫 支 出 金 都 支 出 金

一 般 財 源
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10 都市計画道路３・４・７号（連雀通り）整備の促進 9,224,000円 6,727,888円

<都市計画道路３・４・７号（連雀通り）整備事業費>

　連雀通りの八幡前交差点から下連雀七丁目交差点付近までの区間（約235ｍ）

について、東京都の「第三次みちづくり・まちづくりパートナー事業」を活用し、

引き続き整備を進めました。令和７年度は企業者による工事を行うとともに、令

和10年度以降に予定している路線南側の電線共同溝整備及び街路築造工事に向け

た設計等を実施しました。

【財源内訳】

1,292,842円 5,435,046円

11 公園へのミスト設備の設置及び水遊びができる施設の整備

<児童遊園整備事業費、都市公園整備事業費> 41,019,000円 39,055,000円

　熱中症対策の一環として、市立公園へのミスト設備の設置や水遊びができる施

設の整備に取り組み、クールスポットを創出しました。

【部の方針と重点管理事業　都市整備部重点管理事業⑤　目標⇒達成状況】

　・ミスト設備の設置＜５月＞⇒５月

　・水遊び施設の設計完了＜３月＞⇒12月

〔実績・内容〕

　・ミスト設備の設置

　　　令和７年５月に、三鷹台児童遊園及び井口太陽の広場児童遊園にミスト設

　　備を設置しました。また、令和８年度の夏の酷暑を迎える前に、連雀中央公

　　園及び牟礼さくら児童遊園にミスト設備を設置するため、工事契約を締結し、

　　準備を進めました。

　　　令和７年度設置分　　三鷹台児童遊園

　　　　　　　　　　　　　井口太陽の広場児童遊園

　　　令和８年度設置分　　連雀中央公園（パーゴラタイプミストを設置）

　　　　　　　　　　　　　牟礼さくら児童遊園

　・水遊びができる施設の整備に向けた取組

　　　連雀中央公園に整備する水遊びができる施設について、令和８年７月の供

　　用開始に向け、近隣の保育園や公園利用者等へのヒアリングでの意見を踏ま

　　え、設計を行い、工事に着手しました。

都 支 出 金 一 般 財 源
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〔債務負担行為の内容〕

　熱中症対策設備設置事業

　（令和８年度＜債務負担分＞15,290,000円）

　水遊び施設整備事業　　23,710,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞35,580,000円　全体事業費59,290,000円）

【財源内訳】

4,565,000円 34,490,000円

■井口太陽の広場児童遊園に設置したミスト設備

12 借地公園の公有地化及び公園の環境整備の推進 176,152,000円 174,479,477円

<都市公園整備事業費>

　都市公園の公園用地の公有地化を図るとともに、市内公園の環境整備に取り組

みました。

〔実績・内容〕

　(1) 用地の取得

　　  場　　所　　北野公園（２か年計画の２年目）

　　　所 在 地　　北野三丁目

　　　取得面積　　511㎡

　(2) 整備工事の実施

　　　場　　所　  下連雀しらかば児童公園

　　　所 在 地　　下連雀四丁目

　　　整備内容　　バリアフリートイレ等の整備　

諸 収 入 一 般 財 源
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　(3) アートトイレの整備

　　　場　　所　  下連雀児童公園

　　　所 在 地　　下連雀三丁目

　　　整備内容　　トイレにデザインシールを貼付し、トイレのイメージアップ

　　　　　　　　　を図りました。

【財源内訳】

8,400,000円 53,000,000円

113,079,477円

13 市民・事業者等との協働による緑化の推進 1,000,000円 1,000,000円

<“百年の森”推進関係費>

　令和６年度から三鷹中央通り商店会を中心に、三鷹駅前地区を緑豊かなまち並

みにする取組として「グリーンインフラ100プロジェクト」が進められています。

この取組が、“百年の森”構想の実現につながることから、商店街へのプランタ

ーの設置や緑に関する勉強会の開催など、当該プロジェクトを支援することで更

なる緑化の推進を図りました。

一 般 財 源

国 庫 支 出 金 都 支 出 金
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【都市計画費】

　①三鷹台児童遊園 　公園へのミスト設備の設置及び水遊びができる施設

　の整備

　②井口太陽の広場児童遊園 　公園へのミスト設備の設置及び水遊びができる施設

　の整備

　③連雀中央公園 　公園へのミスト設備の設置及び水遊びができる施設

　の整備

　④北野公園 　借地公園の公有地化及び公園の環境整備の推進

　⑤下連雀しらかば児童公園 　借地公園の公有地化及び公園の環境整備の推進

　⑥下連雀児童公園 　借地公園の公有地化及び公園の環境整備の推進

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

令和７年度に取り組んだ主な公園の整備

⑥

④

⑤

①

②

③

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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予算現額 決算額

1 空き家活用の促進 10,508,000円 4,890,520円

<民間建築物等管理適正化関係費>

　「三鷹市空き家等対策計画」に基づき、空き家等の適正管理の推進及び管理不

全の予防に向けて、空き家活用促進のためのプラットフォームである三鷹市空き

家活用促進アドバイザー会議を活用し、空き家所有者に対する活用への意識醸成

を図るとともに、空き家活用マッチング支援事業の更なる推進に取り組みました。

〔実績・内容〕

　・空き家活用マッチング支援事業の継続的な取組

　　　令和６年度に引き続き、空き家活用マッチング支援事業に取り組みました。

　　令和７年度は、空き家の具体的な活用方法や事例、賃料の考え方などをまと

　　めた空き家所有者向けのガイドブックを令和８年２月に作成し、空き家セミ

　　ナー等で配布するなど、活用可能な空き家の掘り起こし等に取り組みました。

  ・空き家活用改修補助制度による支援

　　　令和６年度から開始した、空き家を地域貢献に資する目的で改修する場合

　　の助成制度により、利活用の促進を図りましたが、実績はありませんでした。

　　　補助限度額　　50万円（補助率１／２額）

【財源内訳】

1,911,000円 2,979,520円

2 住宅確保要配慮者への居住支援 4,257,000円 1,857,993円

<民間賃貸住宅供給促進事業費>

　住宅確保要配慮者の民間賃貸住宅への円滑な入居の促進と安定した居住の確保

を図るため、「三鷹市居住支援協議会」において、構成団体と連携して必要な支

援策等について協議を行いました。また、相談窓口の開設により居住支援体制の

構築を図るとともに、入居しやすい支援メニューの創設に取り組みました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部主要事業⑤　目標⇒達成状況】

　相談窓口の設置＜10月＞⇒10月

〔実績・内容〕

　・居住支援に関する相談窓口の設置

　　　対応が困難なケースやこれまで相談できなかった方に対して、居住支援法

　　人等との連携による「みたか住まい探しサポート（愛称：みたすま）」を令

　　和７年10月に開設しました。希望条件等をヒアリングしたうえで、協力不動

　　産業者と連携して物件情報の提供を行いました。

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

都 支 出 金 一 般 財 源

住宅費

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

　　　開 設 日　　毎月第１・３・５火曜日（１日４コマ・事前予約制）　 　　　

　　　開設場所　　市民センター第二庁舎会議室

　　　相談実績　　45件　（うち契約８件）

　・家賃債務保証料助成制度の拡充

　　　連帯保証人が不在等の場合に、家賃債務保証会社との委託契約（初回のみ）

　　に要した保証料の一部を助成する、家賃債務保証料助成制度を拡充しました

　　が、実績はありませんでした。

　・市による少額短期保険料負担

　　　市が保険会社と契約し、市の相談窓口等を通して契約した賃貸住宅で孤独

　　死等があった場合に、家主に対して、原状回復費用や遺品整理費用、家賃の

　　損失などの補償を行う、少額短期保険料負担を開始しましたが、実績はあり

　　ませんでした。

　　　保 険 料　　50万円（最低保険料）　

　　　保険対象　　相談窓口を介して満65歳以上の単身世帯が新たに入居した市

　　　　　　　　　内の賃貸住宅の家主

　　　補償内容　　原状回復費用　１事故100万円（限度額）

　　　　　　　　　遺品整理費用　１事故100万円（限度額）

　　　　　　　　　家賃損失補償　月額家賃の50％（上限５万円）

【財源内訳】

574,000円 1,283,993円

3 住宅施策の総合的な推進に向けたマスタープランの策定 9,492,000円 9,350,743円

<住生活基本計画策定関係費>

　市民の住生活の安定確保と向上を図り、住宅施策を総合的・体系的に推進する

ための基本計画として、「三鷹市住生活基本計画（住宅マスタープラン）」を策

定しました。策定に当たっては、パブリックコメントを実施し、市民の意見を反

映しました。

【部の方針と重点管理事業　都市再生部主要事業⑤　目標⇒達成状況】

　住宅マスタープランの策定＜３月＞⇒２月

〔実績・内容〕

　パブリックコメントの実施

　　実施期間　　令和８年１月５日（月）～ 令和８年１月26日（月）

　　提出者数（件数）　　４人（20件　※延べ件数）

【財源内訳】

3,361,000円 5,989,743円

都 支 出 金 一 般 財 源

国 庫 支 出 金 一 般 財 源
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予算現額 決算額

1 消防団体制の確保 528,000円 459,000円

<消防団運営費>

　消防団体制の確保を図るため、市内大学への団員募集リーフレットの配布等の

広報の充実や活動環境の整備等に取り組み、多様な人財の参画により地域防災力

の向上につながりました。なお、令和７年度は三鷹市では初めてとなる女性消防

団員が１名入団しました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　女性消防団員を含む消防団体制の充実＜３月＞⇒３月

2 避難所運営体制の充実に向けた取組 462,000円 462,000円

<地域防災意識啓発事業費>

　災害時における避難所の迅速な開設と安定的な運営を図るため、避難所運営の

手法を項目別に整理した「アクションカード（手順書）」を作成しました。令和

７年度は、令和８年度からの本格導入に向けて、井口小学校避難所運営連絡会に

おいて先行導入し、研修等を通じて運用方法を検証しました。

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

消防費

消防費

2.8%

■一般会計に占める割合
第9款 消防費

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

市債 その他 一般財源

令和７年度 2,496,120 2,451,777 0 24 2,147,171 98.2%

令和６年度 2,308,920 2,279,688 0 1,766 1,937,144 98.7%

増 △減 187,200 172,089 0 △1,742 210,027 －

予算現額 決算額 執行率
国・都支出金

304,582

340,778

△36,196
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

3 「風水害時における野川周辺の防災対策方針」の策定 330,000円 330,000円

<地域防災意識啓発事業費>

　野川流域の洪水浸水想定区域における浸水リスクを踏まえ、避難場所の確保や

避難行動要支援者への移動支援、防災情報伝達の向上など、風水害時における対

応策等をまとめた「風水害時における野川周辺の防災対策方針」を策定しました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　野川周辺防災対策方針策定＜３月＞⇒12月

4 防災行政無線等の適切な運用 87,391,288円 77,654,500円

<防災通信体制整備事業費>

　災害情報を市民等に広く確実に伝達するため、防災行政無線の一部を更新する

とともに、防災行政無線の聞こえづらい地域への情報発信を補完するため、戸別

受信機の貸与を開始しました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　防災行政無線更新、戸別受信機貸与＜３月＞⇒３月

〔実績・内容〕

　・防災行政無線の更新

      日常保守点検等の結果を踏まえ、補修対応の優先度が高い親局と子局(７局)

　　を対象に更新を行い、機能維持を図りました。

　・戸別受信機の貸与等

　　　野川流域の浸水想定区域（大沢二・四・五・六丁目）の防災行政無線の難

　　聴地域解消に向け、戸別受信機を貸与（12台）するとともに、既存子局に再

　　送信子局（１局）を追加設置しました。

【財源内訳】

52,000,000円 25,654,500円

5 災害時在宅生活支援の推進 4,432,000円 3,456,604円

<災害時在宅生活支援施設整備事業費>

　災害時に在宅で避難生活を行う市民を支援するため、井口つばき児童遊園（井

口一丁目）とけやきの杜児童遊園（大沢三丁目）を災害時在宅生活支援施設に位

置づけ、防災倉庫に仮設トイレやテント等を配備しました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　災害時在宅生活支援施設の拡充＜７月＞⇒７月

都 支 出 金 一 般 財 源
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

6 災害時在宅避難者用備蓄品の整備 9,961,000円 9,956,540円

<災害時在宅生活支援施設整備事業費>

　災害時における在宅避難者の生活環境を確保するため、東京都の補助金を活用

して、備蓄用携帯トイレ及び簡易ベッドを購入し、市内の各災害時在宅生活支援

施設及び災害用備蓄倉庫に配備しました。

〔実績・内容〕

  購入数　　携帯トイレ　151,400個

　　　　　　簡易ベッド　     62台

【財源内訳】

9,447,000円 509,540円

7 ＮＰＯ法人「Mitakaみんなの防災」との連携による地域防災力の向上

<地域防災活動支援組織関係費> 19,535,000円 19,375,253円

　「Mitakaみんなの防災」との連携により、地域全体の自助と共助の防災力向上

に向けて、市民向け防災イベントや防災出前講座等による防災意識の普及啓発及

び災害時の迅速な安否確認と地域の助け合いを促進する「黄色いタスキ」掲示訓

練を実施するとともに、市立小・中学校における防災教育の充実・強化に取り組

みました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業⑤　目標⇒達成状況】

　・「みたか防災教育カリキュラム」に基づく防災授業の実施＜６月～３月＞

　　⇒６月～３月

　・「ぼうさいの先生」の養成＜６月～３月＞⇒６月～３月

8 受援・応援計画の策定 3,751,155円 3,641,000円

<受援・応援計画策定関係費>

　災害発生時における他自治体等からの応援の受け入れ及び被災自治体への応援

職員派遣に係る具体的なルールや手順、体制等をまとめた「三鷹市受援・応援計

画」を令和８年３月に策定しました。計画策定に当たっては、市民意見を取り入

れるとともに、災害時に受援が必要となる業務や受け入れフロー、応援体制の整

理などを行いました。

【部の方針と重点管理事業　防災安全部重点管理事業②　目標⇒達成状況】

　・受援・応援計画策定に係る市民意見募集＜１月＞⇒１月

　・受援・応援計画の策定＜３月＞⇒３月

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第９款　消防費
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第10款　教育費

第10款 教育費

教育費

13.5%

■一般会計に占める割合

教育総務費

40.5%

小学校費

23.6%

中学校費

11.5%

生涯学習費

11.8%

スポーツ推進費

12.6%

教育委員会費

･事務局費

14.1%

教育指導費

5.9%

地域学校協働活動費

1.5%

教育センター費

7.6%

私立学校等振興費

10.4%

校外学習施設費

1.0%学校管理費

9.1%
教育振興費

1.4%

学校衛生費

6.1%

学校建設整備費

7.0%

学校管理費

4.1%

教育振興費

1.3%

学校衛生費

2.6%

学校建設整備費

3.5%

生涯学習総務費

・青少年育成費

2.7%

生涯学習センター費

0.7%

図書館費

8.4%

スポーツ推進総務費

1.6%

スポーツ施設運営費

4.3% スポーツ施設整備費

6.7%

決 算 額 項 別 目 別 構 成 比

内円：項

外円：目

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

国・都支出金 市債 その他 一般財源

令和７年度 12,923,947 11,695,449 2,512,610 1,146,000 333,641 7,703,198 90.5%

令和６年度 10,776,440 9,871,400 1,866,208 489,000 286,497 7,229,695 91.6%

増 △減 2,147,507 1,824,049 646,402 657,000 47,144 473,503 －

決算額 執行率予算現額

-169-



予算現額 決算額

1 学校給食用食材の放射性物質検査の実施 390,500円 390,500円

<学校給食関係費（事務局費）、公会計化関係費>

　児童・生徒や保護者のより一層の安心のため、市立小・中学校における給食用

食材の放射性物質検査を実施（各校１回）し、いずれも放射性物質は検出されま

せんでした。

〔実績・内容〕

2 物価高騰に伴う学校給食用食材購入費の増額と学校給食代替費補助金の創設

<公会計化関係費> 892,855,000円 868,514,323円

　学校給食費の無償化を継続するとともに、物価高騰への対応として、給食費単

価を改定し、給食用食材購入費を増額することで、引き続き栄養バランスや必要

量を保った学校給食を提供しました。また、市立小・中学校に在籍し、食物アレ

ルギー等の理由により学校給食の提供を受けず、弁当を持参している児童・生徒

の保護者に対して、学校給食代替費補助金を支給し、学校給食費相当額を支援し

ました。実施に当たっては、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」

のほか、東京都の「公立学校給食費負担軽減事業補助金」及び「市町村総合交付

金」を活用しました。

〔実績・内容〕

　・学校給食用食材購入費の増額

　　　対象校　　全市立小・中学校22校

　　　内　容　　東京都の補助制度の基準額内で給食費単価を改定し、平均約14

　　　　　　　　％の引き上げを行いました。

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

教育総務費

検査日 令和７年６月25日～７月１日 令和７年12月２日～12月４日

検査対象校  小学校（９校）、中学校（４校）  小学校（６校）、中学校（３校）

検査品目
 検査対象校の児童及び生徒に提供
 した給食一食分（牛乳を含む）

 検査対象校の児童及び生徒に提供
 した給食一食分（牛乳を含む）

種別 改定前単価 改定後単価 増額分

小学校(低学年) 260円 290円 ＋30円

小学校(中学年) 270円 310円 ＋40円

小学校(高学年) 280円 330円 ＋50円

中学校 330円 370円 ＋40円

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10款　教育費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

　・学校給食代替費補助金による支援

　　　対　象　　アレルギー等の疾患や宗教上の配慮が必要である場合

　　　　　　　　給食室の工事等により学校給食を提供することができない場合

　　　　　　　　弁当持参で適応支援教室（A-Room）に通う場合

　　　補助額　　弁当持参日数に給食費１食当たりの単価を乗じた額

　　　実　績　　28人（対象の児童・生徒）

【財源内訳】

6,440,000円 666,357,000円

138,368,253円 57,349,070円

3 学校給食における姉妹都市・姉妹町等との連携 1,696,000円 1,696,000円

<公会計化関係費>

　給食用食材における他自治体との連携と食育の推進を図るため、姉妹町である

矢吹町及び令和７年５月に包括連携協定を締結した利根町等からの特別栽培米や

有機栽培米に加え、姉妹都市のたつの市から手延素麺ばちを購入し、市立小・中

学校の学校給食で提供しました。

〔実績・内容〕

　対象校　　全市立小・中学校22校

　内　容

■学校の掲示板を活用したたつの市の紹介（左）と手延素麺ばちを使用した調理の様子（右）

国 庫 支 出 金 都 支 出 金

諸 収 入 一 般 財 源

姉妹都市・姉妹町等 提供回数 提供内容

福島県矢吹町 １回（令和７年11月） 特別栽培米

茨城県利根町 １回（令和７年11月） 特別栽培米

千葉県木更津市 １回（令和７年12月） 有機栽培米

兵庫県たつの市 １回（令和７年12月） 手延素麺ばち

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10款　教育費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

4 地域人財と連携した休日部活動の実施 21,332,000円 12,058,651円

<部活動指導関係費>

　平日は教職員が、休日は地域の人財が部活動指導の役割を担うことを基本に据

え、休日に活動を行っている部活動に対して、コミュニティ・スクール委員会と

連携を図り、部活動指導員を配置しました。また、地域の人財を部活動指導員と

して任用するため、コーディネーターを配置するとともに、有料広告を活用する

ことで、休日の部活動指導員の人財確保を進めました。実施に当たっては、東京

都の「部活動指導員配置経費補助事業補助金」を活用しました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　休日の部活動指導員の拡充＜通年＞⇒通年

〔実績・内容〕

　・休日に活動する部活動（約60）のうち、46の部活動に対して、部活動指導員

　　を49人配置

　・コーディネーターを２人配置

【財源内訳】

5,616,000円 6,442,651円

5 校内別室支援員の拡充配置 34,516,855円 32,024,369円

<適応支援教室関係費>

　令和６年度より、市内の４校に配置した校内別室支援員について、長期欠席・

不登校児童への支援体制を強化するため、８校に拡充して実施しました。実施に

当たっては、東京都の「校内別室指導支援員配置事業補助金」及び「校内教育支

援センター設置推進事業補助金」を活用しました。なお、令和８年度から「校内

別室」について、学校内で子どもたちが安心できる学びと支援を推進するため、

名称を「校内支援教室」に改めるとともに、「校内別室支援員」を「校内支援教

室支援員」に改めました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業③　目標⇒達成状況】

　小学校４校への校内別室支援員の拡充配置＜４月＞⇒４月

〔実績・内容〕

　令和６年度配置　　第二小学校、第七小学校、南浦小学校、羽沢小学校

　令和７年度配置　　第一小学校、第四小学校、高山小学校、中原小学校

　　　　　　　　　　該当校に支援員を１人（計８人）配置

【財源内訳】

25,528,000円 6,496,369円都 支 出 金 一 般 財 源

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10款　教育費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

6 デジタル活用研究校事業の実施 300,000円 195,177円

<デジタル活用研究校事業費> 

　東京都が推進するデジタル活用研究校事業について、令和７年度及び令和８年

度の２年間の再指定を受けたことから、令和６年度に引き続き、第三小学校にお

いて、学校及び学園での研究授業や講師からの助言を通して、デジタルを活用し

たこれから求められる授業デザインに関する研究を行いました。実施に当たって

は、東京都の「デジタルを活用したこれからの学び推進地区事業委託金」を活用

しました。

【財源内訳】

195,177円

7 学校３部制の推進 1,118,000円 859,620円

<地域学校協働活動関係費、学校３部制モデル事業費>

　地域の共有地「コモンズ」としての学校への移行を目指し、学校３部制の実現

に向けて、取組を推進しました。実施に当たっては、東京都の「地域学校協働活

動推進事業費補助金」を活用しました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　学校３部制推進プランの策定＜８月基本的な考え方作成、３月策定＞

　⇒８月基本的な考え方作成、３月策定

〔実績・内容〕

　・「学校３部制推進プラン」の策定

　　　令和７～９年度までの学校３部制の取組の全体像や今後の方向性を示すた

　　め、中原小学校の建替え等の新たに整備する学校施設の在り方も見据えなが

　　ら、学校３部制推進プランを策定しました。策定に当たっては、コミュニティ

　　・スクール委員会や広く市民への意見募集等を行いました。

　・みたかスクール・コミュニティ講座の開催

　　　地域人財の育成や交流の推進を図るため、みたかスクール・コミュニティ

　　講座を開催しました。開催に当たっては、学校３部制の実現に向けたモデル

　　事業として平日の夜間及び休日の学校施設を活用して実施しました。

　　　開催実績　　学校支援ボランティアとしての実践的なスキルや子どもたち

　　　　　　　　　への理解等の内容で、対面（全５回）とオンデマンドにより

　　　　　　　　　開催しました。

　　　開 催 校　　大沢台小学校、高山小学校、第四中学校

【財源内訳】

560,846円 298,774円

都 支 出 金

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第10款　教育費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

8 地域子どもクラブ事業の拡充 162,255,469円 143,170,720円

<地域子どもクラブ関係費>

　各小学校で実施している地域子どもクラブ事業について、新たに第一小学校、

第二小学校において、長期休業日も含めて毎日実施し、放課後の子どもの安全・

安心な居場所づくりを推進しました。また、地域と連携し、全体調整、スタッフ

管理及び事故対応等を事業者が支援する管理運営体制を標準としながら、将来的

に市立小学校全15校での安定的な毎日実施の実現に向けた検討を進めました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　地域子どもクラブの毎日実施の拡充（第一小・第二小）＜６月＞⇒６月

〔実績・内容〕

　毎日実施の開始

　　第一小学校、第二小学校（全市立小学校15校のうち、９校で毎日実施）

【財源内訳】

34,551,000円 108,619,720円

9 学習用タブレット端末の更新 415,489,000円 360,752,303円

<学習用端末等整備事業費>

　令和３年１月に整備した市立小・中学校の児童・生徒１人１台学習用タブレッ

ト端末について、契約期間の満了に伴い、令和８年１月から端末環境の更新を行

いました。また、各学校のインターネット回線設備の増強を行い、教育環境の向

上を図りました。

〔実績・内容〕

　・タブレット端末の更新

　　令和８年１月からの５年間のリースで、新たなタブレット端末を調達し、ケ

　ース一体型キーボードや充電式タッチペンを新たに導入しました。なお、リー

　ス方式によりタブレット端末を調達したため、国の補助制度による東京都から

　の補助金がリース事業者に直接交付されています。

　・校内のインターネット回線設備の増強

　　タブレット端末の効果的な活用のため、各学校のインターネット回線設備の

　増強（１ＧＢ→10ＧＢ）を行い、教育環境の向上を図りました。実施に当たっ

　ては、国の「公立学校情報機器活用支援体制整備費補助金」を活用しました。

〔債務負担行為の内容〕

　学習用端末等使用料（令和７年度分）　　60,706,063円

　(令和８～12年度<債務負担分>1,169,608,440円　全体事業費1,230,314,503円)

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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-174-



予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

【財源内訳】

2,380,000円 358,372,303円

10 私立幼稚園を利用する世帯の経済的負担軽減の取組 2,100,000円 356,145円

<私立幼稚園等児童保護者助成事業費> 

　東京都の補助金を活用した第１子保育料の無償化に合わせて、保護者の就労等

により私立幼稚園の預かり保育を利用する第１子（０～２歳児）の利用料につい

て、令和７年９月から助成を開始しました。実施に当たっては、東京都の「私立

幼稚園等園児保護者負担軽減事業費補助金」を活用しました。

〔実績・内容〕

　実 施 園

　　市内私立幼稚園のうち、10園

　助 成 額

　　日額単価（450円）×預かり保育を利用した日数

　　なお、実際に施設に支払った保育料を限度としています。

　助成実績

　　10人（７園）

〔関連事業費〕

　民生費　保育所等を利用する世帯の第１子保育料の無償化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61,161,062円（123ページ参照）

【財源内訳】

356,145円

11 私立幼稚園の運営支援 47,079,930円 46,809,130円

<私立幼稚園支援事業費> 

　私立幼稚園の安定した運営を支援するため、私立幼稚園協会に対する補助金の

うち、施設の整備や備品、消耗品等の購入に充てることのできる「施設、整備等

充実事業」を拡充しました。

〔実績・内容〕

国 庫 支 出 金 一 般 財 源

都 支 出 金

均 等 割

人 数 割

対象児童

１園につき年額　　 280,000円 １園につき年額　　 400,000円

園児１人につき年額　 3,000円 園児１人につき年額　 5,000円

５月１日現在在籍の市内在住の園児 ５月１日現在在籍の園児

拡充前 拡充後
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

12 川上郷自然の村の大規模改修に向けた劣化診断調査の実施

<川上郷自然の村改修事業費> 19,393,900円 15,950,000円

　平成２年９月に開設した川上郷自然の村は、開設から35年以上が経過し、老朽

化が進んでいることから「新都市再生ビジョン」に基づき、劣化診断調査を実施

し、令和11年度以降の大規模改修に向けた検討を進めました。

13 国立天文台周辺のまちづくりにおける義務教育学校に関する基本的な方針の策定

－ －

　国立天文台周辺のまちづくりにおいて、新たに義務教育学校の制度を活用した

小・中一貫教育校の設置を計画しており、令和７年９月に基本的な方針の素案を

作成しましたが、昨今の物価高騰などの社会情勢を踏まえ、方針の策定スケジュ

ールを見直すこととしました。今後も、国立天文台周辺のまちづくりの取組を踏

まえながら、検討を進めます。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

　国立天文台周辺のまちづくりにおける義務教育学校に関する基本的な方針の策

　定＜９月素案作成、３月策定＞⇒９月素案作成、策定未実施

〔関連事業費〕

　土木費　国立天文台と連携したまちづくりの推進　　15,947,626円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（157ページ参照）
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

1 指定寄付を活用した学校図書館の充実 1,000,000円 1,000,000円

<学校管理運営費（小学校）、学校教育振興費（小学校）>

　「第七小学校における読書環境の充実を図るため」との指定寄付の申出があっ

たことから、当該寄付を活用して、備品及び学校図書の整備を行いました。

〔実績・内容〕

　対象校　　第七小学校

　内　容　　実物投影機（書画カメラ）１台、ブックトラック２台、図書324冊

【財源内訳】

1,000,000円

2 自閉症・情緒障がい教育支援学級の開設に向けた準備 19,772,000円 17,188,094円

<自閉症・情緒障がい教育支援学級設置関係費>

　市立小・中学校における自閉症・情緒障がいのある児童・生徒への支援体制を

強化するため、南浦小学校において、自閉症・情緒障がい教育支援学級の開設に

向けた教室の改修工事等を実施しました。また、支援の充実を図るため、学識経

験者や学校関係者のほか、保護者代表、市職員をメンバーとした開設準備委員会

を設置して教育課程の検討を行い、令和８年４月に自閉症・情緒障がい教育支援

学級（２学級、最大16人）を開設しました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

　・開設準備委員会の開催＜３回＞⇒３回（６月、９月、10月）

　・教室整備（改修工事等）の完了＜３月＞⇒３月

3 学校施設の改修工事等の推進 804,730,000円 657,994,000円

<大規模改修事業費（小学校費・中学校費）>

　「新都市再生ビジョン」に基づき、学校施設の計画的な改修工事等を実施しま

した。なお、令和７年度に対応を予定していた第三中学校給食室改修工事設計業

務については、入札不調により年度内の実施が困難となったため、令和８年度に

実施することとしました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業②　目標⇒達成状況】

　第六小学校・高山小学校・北野小学校の大規模改修工事設計業務の着手

　＜６月＞⇒５月

寄 附 金

小学校費・中学校費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

〔実績・内容〕

　・「新都市再生ビジョン」に基づく工事及び設計

　　　第六小学校大規模改修工事設計業務及びアスベスト除去工事（Ⅰ期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47,018,000円

　　　高山小学校大規模改修工事設計業務　　　　　　　　　　　14,190,000円

　　　北野小学校大規模改修工事設計業務　　　　　　　　　　　12,600,000円

　・令和６年度に引き続き実施した工事

　　　第四小学校大規模改修工事設計業務及びアスベスト除去工事（Ⅱ期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 117,705,000円

　　　井口小学校大規模改修工事　　　　　　　　　　　　　　 443,711,000円

　　　第七中学校エレベーター改修工事　　　　　　　　　　　　22,770,000円

〔債務負担行為の内容〕

　第六小学校大規模改修設計業務委託事業　　15,800,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞36,890,000円　全体事業費52,690,000円）

　高山小学校大規模改修設計業務委託事業　　14,190,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞34,672,000円　全体事業費48,862,000円）

　北野小学校大規模改修設計業務委託事業　　12,600,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞31,644,200円　全体事業費44,244,200円）

【財源内訳】

89,358,000円 162,500,000円

226,000,000円 180,136,000円

4 中原小学校の建替えに向けた設計の着手 216,067,000円 71,363,979円

<鷹南学園中原小学校建替事業費>

　令和７年度当初予算編成後の事業進捗の中で、令和６年度に施設配置案の確定

に至らなかったため、令和７年度において、引き続き建替検討委員会での協議や

保護者・地域への説明会を実施し、合意形成を図りながら、速やかに基本プラン

を策定し、基本設計に着手することとしました。スケジュールの見直しに伴い、

基本設計業務の令和７年度内の完了が困難となったことから、令和７年度６月補

正予算で関係経費について繰越明許費を設定しました。なお、基本プランの策定

及び基本設計業務の着手に多少の遅れが生じたものの、当初に予定した令和12年

度中の新校舎使用開始に向けて取組を進めています。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業②　目標⇒達成状況】

　・基本プランの策定＜８月＞⇒９月

　・基本設計の着手＜11月＞⇒12月

国 庫 支 出 金 都 支 出 金

市 債 一 般 財 源
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

〔実績・内容〕

　・基本プランの策定

　　　建替検討委員会での検討を踏まえ、令和７年６月及び８月に保護者・地域

　　説明会を開催し、地域との合意形成を図りながら、９月に基本プランを策定

　　しました。

　・建替えに向けた基本設計の着手

　　　公募型プロポーザルにより基本設計事業者を選定し、12月に基本設計業務

　　に着手しました。設計に当たっては、建替検討委員会での検討を踏まえると

　　ともに、令和８年３月に保護者・地域説明会を開催し、地域との合意形成を

　　図りながら、取組を進めています。

　・学校３部制のモデルとなる施設機能の検討

　　　地域交流機能の確保、特別教室の授業利用時間外での地域開放等を実施す

　　るための施設配置や動線、セキュリティ対策のほか、放課後の居場所機能等

　　について、検討を進めました。

〔繰越明許費繰越額〕

　令和８年度への繰越分

　　鷹南学園中原小学校建替事業費　　109,010,000円

5 学校空調設備の更新 33,954,000円 20,706,180円

<学校空調設備整備事業費（小学校費・中学校費）>

　「新都市再生ビジョン」に基づき、小学校２校及び中学校２校について、リー

ス方式により、老朽化した空調設備の更新及び照明設備のＬＥＤ化を推進しまし

た。また、令和８年度実施校について、更新に向けた準備を進めました。

〔実績・内容〕

　令和７年度実施校　　第二小学校、東台小学校、第一中学校、第四中学校

　令和８年度実施校　　第六小学校、北野小学校、第五中学校、第七中学校、

　　　　　　　　　　　第六中学校（一部）

〔債務負担行為の内容〕

　学校空調設備及びＬＥＤ照明設備使用料（令和８年度分）

　（令和８～18年度＜債務負担分＞729,220,800円）
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6 学校トイレ洋式化改修の完了 376,363,000円 359,913,400円

<学校給排水設備等整備事業費（小学校費・中学校費）>

　「新都市再生ビジョン」に基づき、快適な学校環境を整備するため、学校トイ

レの洋式化を進めており、令和７年度末で市立小・中学校全22校の校舎及び体育

館トイレの洋式化が完了しました。また、第五中学校では、トイレ改修工事と合

わせて、給水管の改修工事を行いました。

〔実績・内容〕

　・トイレ改修工事

　　　第二小学校（校舎）　　　　　　 　 　　　　　　　　　 39,380,000円

　　　　洋式化（便器のみ交換）

　　　高山小学校（校舎３階） 　　　　　 　　　　　　　　　 10,113,400円

　　　　洋式化（便器のみ交換）

　　　第二中学校（南校舎東・北校舎）　　　　　　　　　　　 94,820,000円

　　　　洋式化、給水管の更新（南校舎東）

　・第五中学校給水管改修Ⅱ期工事及び南校舎トイレ改修工事　215,600,000円

　　　給水管改修、トイレ洋式化、床のドライ化、バリアフリー化

【財源内訳】

142,354,000円 172,000,000円

45,559,400円

都 支 出 金 市 債

一 般 財 源
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予算現額 決算額

1 生涯学習機会の更なる拡充と講座情報の効果的な発信 7,149,000円 3,804,871円

<生涯学習推進関係費、学校体育施設開放事業費（項：スポーツ推進費）>

　学校３部制の充実に向けて、学校を活用した地域性豊かな学びの機会や学校の

施設開放の拡充を図りました。また、市ホームページのリニューアルにあわせて、

市及び外郭団体が主催する講座・イベント情報を一覧化する情報連携システムの

構築に向けた取組を進めました。

〔実績・内容〕

　・中学校を活用した生涯学習講座の開催

　　　令和７年８月より試行的に、地域の主体性を生かした生涯学習講座を中学

　　校２校で実施しました。

　　　開催場所　　第五中学校、第七中学校

　　　実 施 日　　令和７年８月３日・30日、10月25日、11月２日・15日、

　　　　　　　　　令和８年２月21日、３月14日

　　　講座内容　　「新川・中原魅力発見　まち歩き・ワークショップ」

　　　　　　　　　「大沢の里ふかぼりツアー　ほたるの里・フィールドワーク」

　　　　　　　　　など

　　　受講者数　　157人

　・学校開放施設の拡充

　　　井口小学校の音楽室・家庭科室、第五中学校のサポートルームを開放対象

　　施設として追加したほか、小学校校庭の平日の開放時間について、５月から

　　８月までの間、17時から18時30分までの時間区分を新設しました。

　・情報連携システムの構築に向けた検討

　　　市及び外郭団体が主催する講座・イベント情報を一覧的に表示できる情報

　　連携システムの構築に係る仕様書を作成するなど、令和９年１月の市ホーム

　　ページのリニューアルに合わせた運用開始に向けて取組を進めました。

　・コーディネート機能の充実に向けた公益財団法人三鷹市スポーツと文化財団

　　等との連携

　　　市や外郭団体等の各生涯学習機関で実施している事業等について、各機関

　　の職員が相互に案内し、コーディネートができるように、実施講座や年間ス

　　ケジュール、講座に関する課題等の情報交換会を開催しました。

　　　開催日　　令和７年６月19日、11月６日　

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

生涯学習費
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2 「三鷹まるごと博物館」事業の推進 11,452,850円 8,987,361円

<歴史・民俗等文化財関係費、埋蔵文化財関係費、大沢の里古民家管理運営費>

　令和６年度に策定した「三鷹まるごと博物館に関する基本的な考え方」に基づ

き、「三鷹まるごと博物館条例」を制定したほか、条例の理念を踏まえ、まち全

体を博物館とする事業展開を推進しました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業①　目標⇒達成状況】

  ・「三鷹まるごと博物館条例」の議案提出＜12月＞⇒12月

　・プロジェクションマッピングの市立小学校への巡回展示＜７月～＞

　　⇒10月～２月

〔実績・内容〕

　・「三鷹まるごと博物館条例」の制定

　　　三鷹固有の文化遺産の保存・活用を図り、市民が地域への関心を深め、文

　　化遺産を未来へ生かせるよう、令和７年12月に「三鷹まるごと博物館条例」

　　を制定しました（令和８年４月１日施行）。

　　　また、都内で初めて集約的な館を持たない「多拠点型」の博物館として、

　　「博物館法」に準拠する登録博物館への登録に向けた準備を進めました。　

　・デジタルコンテンツの充実

　　　令和６年度に作成した、三鷹の街並みの変遷が12万年前から現代まで視覚

　　的にわかる展示（プロジェクションマッピング）の市立小学校（第三小学校

　　・第四小学校・第五小学校）への巡回展示を行ったほか、公開中のデジタル

　　マップに掲載する見どころポイント等の情報を収集するなど、市民参加によ

　　るコンテンツの充実を図りました。

　・民具及び戦争に関する資料調査等の実施

　　　戦後80年平和事業とも連携しながら、市内の蔵等を保有する市民が保管し

　　ている古い民具等について、調査収集への協力を依頼し、情報収集を行うと

　　ともに、５軒の旧家等における資料（約2,000点）の調査及び整理を実施し

　　ました。

　・戦後80年平和事業

　　　市内に残る爆弾穴と伝承されていた遺構のトレンチ調査を行い、爆弾と考

　　えられる金属片を検出し、その成果を含む戦争遺跡に関する展示会などを実

　　施しました。

　　　・考古学展示会「地中に埋もれていた戦争展」

　　　　実施期間　　令和７年８月１日～29日

　　　　来場者数　　2,407人

　　　　展示資料　　爆弾破片、焼夷弾部材など
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

　　　・考古学講演会「三鷹と戦争」

　　　　実 施 日　　令和７年８月11日

　　　　参加者数　　83人

　・三鷹大沢わさび活用のための支援

　　　大沢の里及び国際基督教大学構内のわさび田等において栽培している「三

　　鷹大沢わさび」の活用に向けて、ロゴマークの作成や関係団体との連携体制

　　づくり等を進めるとともに、関係者向けの特別試食会を行いました。

〔関連事業費〕

　総務費　戦後80年平和事業の実施　　8,938,604円（72ページ参照）

【財源内訳】

2,014,000円 6,973,361円

3 三鷹こ線人道橋跡ポケットスペースの整備 104,580,500円 101,987,485円

<三鷹こ線人道橋関係費>

　ＪＲ東日本による三鷹こ線人道橋の撤去に伴い、南側階段跡地にこ線人道橋の

記録と記憶を残す、ポケットスペースを整備しました。整備に当たっては、クラ

ウドファンディングの実施等で寄付を募り、市内外から多くの共感を得られるよ

う取り組みました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業②　目標⇒達成状況】

  ・整備工事契約＜６月＞⇒６月

　・ポケットスペースの供用開始＜３月＞⇒３月

〔実績・内容〕

　・ポケットスペースの整備

　　　階段の一部保存及び新階段の設置、橋桁の一部の階段付近への展示、こ線

    人道橋の歴史等の解説パネルの展示、ベンチや植栽の設置　など

　・クラウドファンディング等による寄付の募集及び返礼品の製作

　　　令和７年10月から12月までクラウドファンディングを実施するなど、市内

　　外から寄付を募り、財源確保と施設の魅力発信を行いました。また、オリジ

　　ナルグッズとして、こ線人道橋解体後の部材を活用したペーパーウェイトを

　　製作し、クラウドファンディングの返礼品にするとともに市民販売を行いま

　　した。　　

　　　寄付総額　　9,559,036円（259件）

　　　返礼品等　　ペーパーウェイト102件、書籍40件、銘板90件

　　　市民販売　　ペーパーウェイト529件

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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　・ＡＲコンテンツの提供等

　　　解体中の様子を固定カメラで撮影した映像記録を三鷹まるごと博物館講座

　　等で公開するとともに、現地保存した階段の一部とＡＲ（拡張現実）映像を

　　合成し、こ線人道橋がスマートフォン等で再現できるコンテンツをリリース

　　しました。

　・株式会社文伸との協働による書籍の発行

　　　令和７年１月21日に締結した「三鷹こ線人道橋についての書籍出版等に関

　　する覚書」に基づき、株式会社文伸が編集・印刷・販売を行うことで、市が

　　費用を負担せずに、書籍「三鷹跨線人道橋　94年の記憶と記録」を発行しま

　　した。

〔関連事業費〕

　総務費　太宰治にまつわるパネルの設置　　5,458,504円

【財源内訳】

41,480,000円 3,703,000円

.
9,559,036円 47,245,449円

■整備した三鷹こ線人道橋ポケットスペース

都 支 出 金 財 産 収 入

寄 附 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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4 大沢の里水車経営農家の保存活用計画の策定 3,388,000円 3,388,000円

<大沢の里水車経営農家関係費>

　大沢の里水車経営農家について、東京都の補助金を有効に活用しながら、市民

が郷土文化に触れることができる施設として計画的に修繕等を進めていくため、

保存活用計画の策定に向けた取組を進めました。防災や環境保全などを盛り込ん

だ計画として、令和７年度は防災基本設計を進めるなど計画案のとりまとめを行

いました。

【財源内訳】

1,694,000円 1,694,000円

5 三鷹市史編さんの着手 6,733,150円 5,554,321円

<三鷹市史編さん関係費>

　市制施行80周年を迎える令和12年度から令和17年度にかけたデジタルアーカイ

ブを基盤とする「新・三鷹市史（仮称）」の公開を目指し、「新・三鷹市史（仮

称）編さん基本方針」を策定するとともに、編さん体制の構築、資料の予備調査

などを進めました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業③　目標⇒達成状況】

  ・市史編さん助言者会議（仮称）の設置・市史編さん基本方針の策定

　　＜６月・７月＞⇒11月（編さん委員会の設置）、３月（基本方針の策定）

　・資料編予備調査の実施＜６月～３月＞⇒６月～３月

〔実績・内容〕

　・「新・三鷹市史（仮称）編さん基本方針」の策定

　　　市史の構成やデジタルアーカイブでの構築、市民との協働など、市史編さ

　　ん事業を進めるに当たっての基本的な考え方を定めました。　　　

　・編さん体制の構築

　　　三鷹市史のあり方等の検討を行う市史編さん委員会を設置しました。

　・予備調査の実施

　　　既存の文化財報告書や調査結果の整理などを行い、市史のトピックとする

　　ための本格調査に向けた準備を進めました。　　　

都 支 出 金 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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6 子どもブックスポット事業の開始 18,000円 4,795円

<図書館管理運営費>

　子どもがあらゆる機会や場所において本に親しむことができる環境を創出し、

地域における読書活動の推進を図ることを目的として、市民等から寄贈された子

ども向けの本を市内の店舗等に設置する子どもブックスポット事業を開始しまし

た。事業の開始に当たっては、広報みたかやホームページ等を通じて、寄贈本や

設置協力店舗等を募集し、令和８年２月から順次、市内３箇所に子どもブックス

ポットを設置しました。

7 三鷹図書館空調設備等改修工事の実施 336,706,480円 328,848,768円

<図書館改修事業費>

　令和６年度に実施した基本・実施設計に基づき、三鷹図書館（本館）の空調設

備等の改修工事を実施しました。令和７年10月から令和８年３月までは館内の立

ち入りに制限を設けたことから、制限期間中は事務室機能を教育センターに移転

するとともに、本館１階に臨時カウンターを設置し、予約図書の貸出し、資料返

却、利用者登録、予約申込、新利用カードへの交換などの主要サービスを継続し

ました。

【部の方針と重点管理事業　教育部重点管理事業⑤　目標⇒達成状況】

　・空調設備等改修工事の実施＜６月～令和８年６月＞⇒６月～令和８年６月

　・工事期間中の本館１階仮カウンターによるサービスの継続＜10月～３月＞

　　⇒10月～３月

〔実績・内容〕

　・工事内容

　　空調設備、防災設備、消火設備、電灯盤の改修

　・スケジュール

　　令和７年６月～令和８年６月　改修工事

　　令和７年10月～令和８年３月　館内の立ち入り制限

　　※令和８年３月31日（火）から館内利用を再開

〔債務負担行為の内容〕

　図書館改修事業　　295,510,000円

　（令和８年度＜債務負担分＞214,340,000円　全体事業費509,850,000円）

【財源内訳】

53,000,000円 221,000,000円

54,848,768円

都 支 出 金 市 債

一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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1 三鷹ゆかりのスポーツ選手・荻村伊智朗顕彰事業の実施 1,075,000円 890,400円

<三鷹ゆかりのスポーツ・共生社会推進等関係事業費>

　三鷹ゆかりの卓球選手として、世界選手権で12個の金メダルを獲得し、卓球を

通じて世界の平和に貢献した荻村伊智朗氏が令和６年に没後30年を迎えたことか

ら、三鷹市卓球連盟及び荻村氏が設立した卓球クラブであるＩＴＳ三鷹と連携し

顕彰事業を実施しました。

〔実績・内容〕

　・「第１回三鷹市荻村伊智朗杯卓球大会」の開催

　　　開 催 日　　令和７年12月14日（日）

　　　参加者数　　111人（三鷹市及び近隣市の小中学生）

　・記念リーフレット、動画の作成

　　　卓球で世界をつないだ荻村氏の功績や三鷹市との関わり等を紹介したリー

　　フレットと動画を作成し、大会会場で配布・上映しました。動画については、

　　YouTube「三鷹市スポーツと文化部チャンネル」においても配信しました。

2 心と体の健康都市づくりの推進 2,699,000円 2,359,850円

<心と体の健康都市づくり推進事業費> 

　「心と体の健康都市づくり」の実現に向けた各事業を推進し、スポーツ推進審

議会の学識経験者からの助言・評価を得ながら、市民の運動習慣の定着とスポー

ツ実施率の向上に向けた取組を実施しました。　

〔実績・内容〕

　・ラジオ体操・三鷹体操講習会の開催

　　　実 施 日　　令和８年３月15日（日）

　　　内　　容　　誰もが気軽に取り組めるラジオ体操・三鷹体操を普及するた

　　　　　　　　　め、住民協議会等と連携のうえ、市民を対象とした体操の講

　　　　　　　　　習会を開催しました。

　　　参加者数　　35人

　・親子で楽しむマルチスポーツ教室の開催

　　　実 施 日　　令和７年８月２日・９日・16日（いずれも土曜日に開催）

　　　内　　容　　親子でスポーツを楽しむことが習慣となるよう、小学生の親

　　　　　　　　　子を対象にバレーボール、キックボクシング、ハンドボール

　　　　　　　　　の３種目の教室を開催しました。

　　　参加者数　　57人

スポーツ推進費

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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　・働く世代・子育て世代に向けた情報発信の強化

　　　スポーツ実施率が低い働く世代・子育て世代の実施率向上に向けて、市の

　　公式ＬＩＮＥ等でのプッシュ型の情報発信を行い、働く世代・子育て世代向

　　けの教室等を周知しました。

　・「タッタカくん！ウオーク＆ラン」アプリの改修

　　　アプリ操作不要で、スマートフォンを持ち歩くだけで距離等が計測できる

　　機能等の導入など、利用者からの希望が多く、利便性が向上する改修を行い

　　ました。　　

　　　アプリ登録者数　　6,162人（令和７年度末時点）

【財源内訳】

1,980,000円 379,850円

3 障がい者スポーツの普及と東京2025デフリンピックバレーボールの応援

1,794,000円 973,450円

<東京2025デフリンピック大会関係事業費、総合スポーツセンター管理関係費>

　障がい者スポーツの普及と障がいの理解の促進に向けて、三鷹市出身でオリン

ピアンの狩野美雪氏が監督を務めたデフバレーボール女子日本代表の応援事業を

実施しました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業⑤　目標⇒達成状況】

  ・デフリンピック日本代表チームとの交流事業の実施＜５月＞⇒５月

　・デフリンピック日本代表応援事業の実施＜11月＞⇒11月

〔実績・内容〕

　・デフバレーボール女子日本代表への練習会場の提供

　　　デフバレーボール女子日本代表への支援の一環として、ＳＵＢＡＲＵ総合

　　スポーツセンターのアリーナ等を提供しました。

　　　実 施 日　　令和７年５月24日（土）・25日（日）、10月４日（土）

　・市民との交流事業の開催

　　　小学生を対象とした同日本代表によるバレーボール体験会や市内のバレー

　　ボールチームとの交流試合を開催しました。

　　　実 施 日　　令和７年５月25日（日）　　

　　　参加者数　　26人

諸 収 入 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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　・デフバレーボール女子日本代表応援バスツアーの実施

　　　駒沢オリンピック公園総合運動場体育館で行われたデフリンピック東京大

　　会のイタリア代表との試合を応援するバスツアーを実施しました。

　　　実 施 日　　令和７年11月16日（日）

　　　参加者数　　103人 

4 兵庫県たつの市との姉妹都市提携25周年記念事業の実施 428,000円 360,880円

<姉妹都市提携25周年記念スポーツ交流事業費> 

　令和７年度に姉妹都市提携25周年を迎えた兵庫県たつの市と相互の友好と親善

を図るため、たつの市と三鷹市のスポーツ少年団の児童によるバレーボールの交

流事業を実施しました。

〔実績・内容〕

　開 催 日　　令和７年８月20日（水）

　会　　場　　ＳＵＢＡＲＵ総合スポーツセンター　メインアリーナ

　内　　容　　元バレーボール女子日本代表の鈴木洋美氏と狩野美雪氏による合

　　　　　　　同バレーボール教室、スポーツ少年団同士の交流試合　など

　参加者数　　41人

5 大沢総合グラウンドのリニューアル整備 602,191,500円 563,319,385円

<大沢総合グラウンド管理関係費、大沢総合グラウンド整備事業費>

　安全かつ快適に利用できるスポーツ施設の質の確保と充実を図るため、令和６

年度に実施した設計を踏まえ、整備工事を行いました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

  大沢総合グラウンドサッカー・ラグビー場等の供用開始＜２月～３月＞

　⇒２月（サッカー・ラグビー場）、３月（ボール遊びエリア等）

〔実績・内容〕

　・サッカー・ラグビー場のリニューアル

　　  人工芝の全面張替、防球ネット張替、散水ミストや日除けシェルターの整

　　備（熱中症対策）、ゴムチップ非補充の人工芝緩衝地帯や人工芝等回収用フ

　　ィルターの設置（マイクロプラスチック流出防止対策）

　・ボール遊びエリアの新設

　　　利用対象　　中学生以下

　　　開放時間　　９時～19時

　　　　　　　　　（11月から翌年３月までの期間は９時から17時まで）

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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・バスケットボールエリアの新設

開放時間　　９時～19時

（11月から翌年３月までの期間は９時から17時まで）

・スケートボードエリアの新設

利用対象　　中学生以下の初心者（安全・マナー講習会の受講が必須）

※安全・マナー講習会は全４回実施し、計15人が参加

開放時間　　①４月から10月まで  15時から18時まで

②11月から３月まで  15時から17時まで

※土日休日及び夏休み・冬休み時期などは９時から開場

・スポーツ教室やオープニングセレモニーの開催

ＦＣ東京（サッカー）や東芝・サントリー（ラグビー）と連携した教室を

サッカー・ラグビー場で開催したほか、ボール遊びエリア等でオープニング

セレモニーを開催しました。

実 施 日　　令和８年３月29日（日）

参加者数　　87人（各教室及びセレモニー出席者）

・代替施設使用料補助金の創設

施設が利用できない工事期間中に有料屋外スポーツ施設（民間等）を使用

　　した場合に補助金を交付しました（１団体につき月3,000円を上限）。 

交付実績　　21件

【財源内訳】

137,000,000円 24,498,000円

36,400,000円 365,421,385円

■リニューアルした大沢総合グラウンド

都 支 出 金 諸 収 入

市 債 一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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6 井口グラウンドの開設 256,874,165円 249,253,087円

<井口グラウンド等運営費、井口グラウンド等整備事業費>

　地域住民の利便性の向上及び市民のスポーツ機会を確保するため、令和６年度

に引き続き整備工事を実施し、安全性・利便性の高いスポーツ施設として井口グ

ラウンドをオープンしました。

また、他のスポーツ施設と一体的に管理できる公益財団法人三鷹市スポーツと

文化財団を指定管理者として、効率的な施設運営を行うこととしました。

【部の方針と重点管理事業　スポーツと文化部重点管理事業④　目標⇒達成状況】

  井口グラウンドの開設＜７月＞⇒７月

〔実績・内容〕

・利用時間

９時～17時（５月から８月までの期間は９時～18時30分）

・使用料金

2,600円／区分（17時～18時30分は1,950円）

※構成員が中学生以下の団体は上記使用料の半額

・使用種目

小学生サッカー、小学生軟式野球、小学生ソフトボール、小学生ラグビー、

　　グラウンドゴルフ　など

・開設後の利用人数

22,918人（令和７年７月１日～令和８年３月31日）

・クラブハウスの新設

防犯カメラや緊急用の呼出ブザー等を設置したほか、冷水器や授乳室への

エアコンの設置など、利用しやすい環境を整備しました。

・スポーツ教室やオープニングセレモニーの開催

ＦＣ東京によるサッカー教室や日本生命保険相互会社による野球教室を開

　　催したほか、オープニングセレモニーを開催しました。

開 催 日　　令和７年６月28日（土）

参加者数　　122人（各教室及びオープニングセレモニー出席者）

〔関連事業費〕

　土木費　井口特設グラウンドの利活用の推進　　49,195,300円（157ページ参照）

【財源内訳】

712,470円 45,416,000円

.
52,808円 163,000,000円

.
40,071,809円

使用料手数料 都 支 出 金

諸 収 入 市 債

一 般 財 源

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第10款　教育費
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予算現額 決算額事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

■オープンした井口グラウンド

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第10款　教育費
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予算現額 決算額

1 公債費の繰上償還の実施 474,388,000円 474,388,000円

<市債償還元金>

　平成27年度借入分の市中銀行資金について、繰上償還を行うことで、公債費の

後年度負担の軽減を図りました。

〔実績・内容〕

　繰上償還額　　474,388,000円

　平成27年度（借入利率0.848％）

　　三鷹中央防災公園整備事業債　　

事 業 名 ＜ 事 項 名 ＞ 及 び 事 業 概 要

■予算現額・決算額と財源構成
（単位  千円）

国・都支出金 市債 その他 一般財源

令和７年度 3,756,404 3,746,550 0 0 17,452 3,729,098 99.7%

令和６年度 3,385,811 3,378,138 0 0 12,707 3,365,431 99.8%

増 △減 370,593 368,412 0 0 4,745 363,667 －

予算現額 決算額 執行率

公債費

第11款 公債費 公債費

4.3%

■一般会計に占める割合

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
第11款　公債費
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予算現額 決算額

1 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 2,061,946,000円 942,076,994円

〔うち令和６年度からの繰越分　940,442,000円

エネルギー・食料品価格の高騰の影響を受けた生活者や事業者への支援を通じ

た地方創生を図るため、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が交付されま

した。令和７年度は物価高騰の影響が大きい低所得世帯等への給付金の給付をは

じめ幅広い物価高騰対策の財源として有効に活用しました。

〔充当事業〕

※ 決算額と充当額の差額は、年度間調整による振替分及び翌年度返還分です。

科 目 名 及 び 事 業 概 要

  425,097,000円〕

国庫支出金

歳 入

（単位　円）

款 事　　業 充当額

総務費 みたかデジタル商品券事業の実施 1,191,000

介護・障がい福祉サービス事業所への食材費高騰
に伴う支援の延長

82,922,000

高齢者への物価高騰支援 39,162,000

低所得者支援及び不足額給付金による生活支援 600,289,000

低所得者支援給付金の給付 6,824,000

保育施設等への物価高騰に伴う支援の延長
（公立保育園を含む。）

11,383,000

衛生費 市内病院への緊急支援の実施 103,598,000

農家への肥料等購入費用の支援 56,000

農家への施設栽培用暖房設備の燃料購入費用の支援 9,000

中小企業等の生産性向上に対する支援 29,547,000

公衆浴場事業者への支援の充実 1,818,000

教育費
物価高騰に伴う学校給食用食材購入費の増額と
学校給食代替費補助金の創設

6,440,000

883,239,000計

農林費

商工費

民生費

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
歳　入
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